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1
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が
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幣
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價
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に
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て
、.
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通
速
度
の
觀
念
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入
れ
ね
ば
な
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1
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要
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の.
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述
べ
て
ね
る
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ム
の
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と
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の
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時
點
祀
儺
せ
し
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。
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し
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の
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る
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を
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を
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方
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に
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叉
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度
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民
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習
慣
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換
經
濟
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程
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の
密
度
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理
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現
は
作
灸
註
19)

0
こ
ひ
非
難
は
一
應
尤
も
で
あ
る
0
毐

實

同

一

の

貨

幣

が

賣

買

：に

轉

々

.と
し
て
闬
ひ
：ら
れ
る
程
度
は

j
.

様
で
な
い
。 

都
市
に
あ
る
間
は
頻
繁
に
使
用
ざ
れ
る
貨
幣
も
、
，田
舍
に
あ
つ
て
は
、
久
し
く
停
滞
す
る
。
又
銀
行
預
金
に
し
：て「

も
，
.商
人
0

4

人
汰 

.
頻
繁
で
^
る
が
、
賃.
- »
並
に
：俸
餘
生
流
^ :
:
の
：出

入

は

緩

慢

で

*

數は
！
：

底

計

算

：
し

得

，な

い

。

然

し

'な
が
ら•

假
令
之
が
正
確
に
は&

算
出
來
な
く
と
も
、
大
體

Q

平
均
流
通
速
度
は
算
出
す
る
ご
と
が 

出
來
灸-
:
ガ〔

：ッ
：セ.
ル
，：は
^
ず
ッ
^

ャ ̂

支
拂
給
付
總 

.
額
を
;;,
';

S
n

y

で
表
は
k

本
均
流
通
速
度V
は
、
之
を
づ“

-̂

象
る
方
歡
或^
ょ
づ
て
箅
出,

る

-1
20
')
。
而
の.
み
な
ら
ず
、
我
 々

が.1
#

期
間
^
考
慮
，W

勝
"
、
：
：
或

贤

幣

片

於

幾

囘

と

な

く

* ;
貢
の
爲
に
用.
ひ
が.
れ
て
ゐ
"る'と
异
ふ
明
確
な
事̂

龙
抝
が
#
合
渺
貨
幣
働_

が
^
^
、、#
故
る
場
链_

髙
^ :
と
异
ふ
明
6>
'
か
な
事
實
を
見
る.
ト
紙
^

幣
價
値
泥
定
(D
,
一
 

敷
因
，に
加
へ
な
け
れ
ばな
ら

な

い

.
o若
し
然
り
と
す
れ
ば
、'
假
令
非
現
實
的
で
あ
つ•
て
も>

取
均
紙
念
，を
油
ひ
あ
旮 

t

得
な
い
。

•

山
崎
博
士
が
.
’

「

故
通
速
度
は
一
；年
間
に.
於
け
る
移
轉
囘
數
の
平
均
と
宏
ふ
や
ぅ
’な
窮
屈
な
意
義
を
衝
け
ぞ
必
耍
尔
シ
シ
單 

に
移
歡
队
頻
繁
に
行
ゆ
る
キ
や
否
や^ :

に
解
す
れ
ば
觉
し
い
と
思
：ふ」

と
£
21

)

琴
は
れ
る
の
は
，、
そ
の
限
り
ゼ
ば
疋
M

い
。
へ
然
じ
方
撖 

式
を
供
て
、.
或
は
學
問
的
に
._
.
■

層
精
密
に
數* ,

說
を
示
さ
ん
と
す
る
限
!)
^

、ギ
均
速
度
の
觀
念
を
取
り
入_

权
呢
な
ら
康^ ;

也
あ
ら
5
0 

‘

次
に
屢
.々

與
へ
ら
れ
を
非
難
は
、■流
通
速
度
比
直
接
に
賢
幣
價
値̂

歡
響
5:

'

及
ぼ
す
も
の
で
は
な
く
、貨
幣
量
(0
-

#

加
ゼ
紙
£>:で
間
接 

に
影
響
す
る
に
過
ぎ
ぬ
と
云
ふ
こ
ど
で
あ
る
。■
山
崎
博
士
於「

流
通
速
度
の
緩
急
1
若
く
は
增
減
が
直* '
に
貧
衝
の
債
値
に
影
響
ず
る 

も
<0
,

.

で'^ -

を
ぎ
其
ふ
こ
と
は
、
ー

.

之
を
承
認
す
る
こ
と
が
肚
來
ぬ
^
独
22̂

「

流
通
速
度
の
增
減
と
耷
ふ
こ
ど
ば
，
“

凡|
貝̂

使
职
さ
址
が«

.

幣
«>,

^
1
啟.
增
緻
^

外
反
ら
灯
0-
流
通
速
度
於
貨
幣
冷
^
§
;

昨
影
響
す
も
と
沄
ふ
の
は
、
斯
く
の
如
ぐ
解.
釋
し
ー
て
初
、め.
て
意
義
が
あ
：る 

c

f
e

る
J
S
23
0
ど
耷
ば
れ
、
歡
爪
埘
敎
授
も「

流
通
速
處
«>
犬
小
增
減
ば.
貨
幣
價
値
に
影
響
を
及
ぼ
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
«■
：
に
钸 

M .
S

幣
暮Q

大
小
增
減
K

做

位

劣

：れ
r

通
：P

7 :
初
#
&
«

幣

霞

餐

響

釔

芨
^

す.
ね
セ
¥

农
。
故

舡

靈
^

:
意

味

：繼

、
：
活

動

講

：
痕

あ

る

貨

幣

^
即
數
流
通
通
貨
數
»
%
す
备
な&

ば
、
^

^

« .
^

比
ハ5
1̂

#

數
量
私
厮*

同
時
^
貨
概
慎
値
e
左
右
す
み
餘
の
獨：

立
ゆ

-B
要
因
た
^

#
な

れ

：发

：
主

：暇

ざ

枉

&

i

f
數

量

說

办

霧

數

,
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.
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敗
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跗
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考
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貨
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俱
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饞
に
關
す
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干
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考
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ー
0
四

(

匕
六
ニ0/
.1 

に
用
ひ
ら
れ
る
兩
氏
が
、
.
こ
の
_や
ぅ
に
昆

れ

る,€»
は
當
然
で
あ
り
、
自
明.の-
理
で
あ.
る
。
然
し
力
ッ
セ
ル
の'や
ぅ
.に

霧

歡

量

忘
 

:國.
に
‘於
け
#
全»
齡
量
;̂
»
ぬ
用
ひ.
务
な
ま
ば^
流«
^ '
度
^
數»
ゼ_

ん

，
で

背

歡
« :
« -
归

影

響

す
.
る
_ .
» :
立

寥0 ;
ど

實

故̂;
-
な

け

も 

ば
な
ら
'な
い
。
，漦
し
流
通
速
度
は
ノ
カ
ッ
-
セ
ル
も
^
ふ
^-
ぅ
に
、
其
國
民
の
習
憤
、
人
口
の
密
度
，
交
通
一
の
發

_

等
、-
貨
歡
賢
脩
贬
宅 

の
理,

士
與
へ
.ら
れ
た
る
も
の
と*

做
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
の
へ
も
のfo
依
存
す
る.
か
ら.
で
あ'る
。
：.從
つ
で
流
通
速
度$ :.
數
量
と
典
，に
亂
立 

'の.
耍
因
ざ
餘
す
や
蒙
ば':.
數
量_

於
0-
:.
藤

幣

數

量
^
忠
義
如
：何
：に
依# ;
尤
る
$
 
:;-
■公
:; 

r 

「

广
：ぐ：：
.
.
 ̂

,
ン
最
後
忙
擧
げ.
も
故
^
非
詩
は
■
流
逋
遞
鋩
咏
赛
觀
曼.
並
：ぬ
澈
版
取
引
量
が̂

獨
忠
1>
:.
於
奥
^

つ
て
S
め
6
れ
る
と1K
ふ
こ.
と
で
あ
る
8
25)

。
こ
の
こ
，と
は
事
實
で
あ
つ
て
、
カ
ッ
セ
ル
の
流
通
速
度
計
算
方
程
式
< ;
^

^

^
 

Kか. 

も
群
易
に
想
像
:0
得
ら
れ
^ .
。
今
分
母
M
が
變
化
す
れ
ば
、
當
然
V
比
變
動
す
る
。
即
ち
貨
幣
數
量
が
會
娜
^
れ
啟
ホ
流_

1
!
|
!
_

小
：
 

a
な
り
、
減
少
す
れ
ば
大
と
；な
る
o

又
分
子
2
^
く
が
變
化
す
れ
ば
、
當
攀
は
變
動
す
る
o
fi
n
t>
:
商

版

繳

雜
* :
敗
% ;
« ;
ず
れ
ぶ
>.
:
:

.

流
通
速
度
は
•
大
と
な
5

減
少
セ
れ
ば
小
と
な
る
。
こ
の
限
り
に
於
て
、
流
通
速
度
は
貨
I
數
暈
現
象
裏
も
商
私
耽

^-
於
 

の
反
映
で
.あ
る
/0
激
し
流
通
速
度
は
同
時
に
、
前
述
し
た
如
く
、
國
民
の
慣
習
、
人
口
の
增
加
、
交
通
0,
歡
癀
条_

^
的
に
丸
體
與
‘へ. 

ら
れ
て
ゐ
る
も
の
に
’も
依
存
す
るo

從
つ
1
こ
の
程
度
に
於
て
> 
流
通
速
度
は
そ
れ
自
體
獨
立
の
地
位
蒼
す
■

■

あ
^

貨
醪

慣

値

蝥

瘍

す

義

S

の
.證

i
u:
.客

流

通

速

蒙

，

'
览

幣

歷■

_

聽

对

量

程0:
重

要
_

を
無
視
す
る
こ-
々
は
出
來
な
い。
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山
崎
覺
次
郞
博
士 •'
若
干
の
貨
幣
問
題..I'U

K

頁
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：

，

‘
• ;

:

■

- 

:

尙
流
通
速
度
の
定
義
は
柴
田
鐵
敎
授
，に
ょ
っ
て
四
っ

LT

分
類
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

(

同
教
授「

理
論
經
濟
學J

一
 

〇
七
‘5
 

' 

(

評
以
^

山
崎
博
士
コ
前
揭
書
匕
三
九
茛
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.̂

^
!
:

^
。
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^
^

!̂
^
。
^
^
^
.̂

^
:
-
 

'

,
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你
澉
通
速
度
の
測
定
方
法
は
、■
柴
田
敬
敎
發
に
ょ
っ
て
七
っ
舉
げ
ら
れ
て
ゐ
る(
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ニ
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部
25)

'
高
3
保
馮
傅
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經
濟
學
新
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1ー
卷
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三
頁
及
び
北
山
富
<
1
ー
郞
敎
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貨
幣
數
徵
說
し
ハ
金
融
大
辭
爲
ニ
八
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數
量
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に
挤
在
す
る
货
幣
の
妍
何
な
る
部
分
が
、物
慎
水
準
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
か
。.
前
述
し
た
如
ぐ
、
一
國
に
存
在
す
る
全
數 

量
で
あ
る
と
牙
，ふ
說
、
商
品
市
場
の
貨
幣
で.
あ
る
と
云
ふ
說
、
及
び
商
品
市
場
の
流
通
貨
幣
の
み
で
あ
る
と1K

ふ
說
が
行
は
れ
て
ゐ
る 

が
、
ヵ
ッ
，ヤ
ル
味
こ
仏
第
’
1.
の‘說
を
主
張
す
る
の
'で
あ
る
。
然
し
こ
の
や
ぅ
な
力
：ッ-
セ•
ル
の
主
張
は
明
ら.
か
に.
誤
0
そ
ゐ
'る
0
蓋
し
實
際 

r
物
供
水
翁
に
影
響
を
及
ぼ
ず
貨
幣
は
、商
品
市
場
■に
流
通
し
て
ゐ.
る
所
謂
流
通
貨
幡
の
み
で
あ.
る
こ
と
は
自
明
マ
あ
る
か
ら
で
あ
る
6
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病

貨
幣
，が
增
發
'さ
れ
て
も
"
ぞ
れ
が
金
融
仳
場.
で
貸
借
に
用
ひ
ら
れ
厂
或
は
銀
行
の
支
拂
準
備
金
'と
し.
て
保
留
さ
れ
、
或
は
個
人
の
も
と

に
手
持
金
と
し
て
貯
藏
さ
れ
る
な
ら
ば
、
物
價
は
騰
貴
す
る
替
が
な
い
？ 
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%
n
伯
決
定
に
m
す
る
若
千の
考
察
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て
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C
1
 
ノ

.

,
,

一
か
ぐ
の
如
く
:.

®
品
市
場
ぬ
流

通

し

て

幣

ひ
み
が
物
慣
に
暮
上
作
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
段
に
こ
の
流
通
貨
幣
量
が
貨
幣 

の

鑒

造

比

例

し

て

檢
減
す
る
と
す
る
f

ば
ン
ヵ
，
•
’セ

ル

の

囊

は|

應i

め
ら
れ
るo

 

S

流
通
貨
鞭
量
と
，一
國
に
あ
る
貨
幣 

の
總
量
は
疋
比
例
し
て
增
減
す
る
も
の
で
な
い
。

ヵ
ツ
'セ
ル
自
身
，̂

つ
‘て
ゐ
る
如
ぐ
、
貨
幣Q

增
加
部
分
は
翁

に

®
じ
て
金
融
ぼ 

場
の
霧

と

な

り

、
鈸
行
又
ば
個
人
の
手
把
金-
と
な
り
、
或
は
流
通
貨
幣
と
な
る
''の
で
あ
0 ..
て
1

そ
の
間
に
3

寸
の
定
つ
た
ユ
列
3

係

は
存
在
し
な 
S
0
:
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•

、，’
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こ
の
や
う
に
何
れ
の'點
よ
り
ヤ
る
も
，f

國
の
貨
幣
量
全
體
が
物
價
に
影^ ,
す
る
，と

一

を

命

激

ほ

、

«'
:
密
な
る
が
味
に
於
て
.、
免
當 

し
な
い
ノ
そ
れ
に
も
掏
ら
ず
、
ヵ
ツ
丨
セ
ル
は
何
故
に

.
货
幣
の
總
量
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
ら
う
か

o

そ
れ
に
は
重
大
な
る
理
曲
が
あ
るC  

月
ち
-#
篇

«
漆
決
定
の
客
觀
別
顧
管
之
に
よ
つ
て
探
索
し
得
遠
考
.
へ
た
の
，
で

あ

る

0
ヵ

ツ

セ

ル

-
と

て

も

流
通
貨
幣
量
と
物
債 

水
準
か
相
互-
に
密
:@
な

關

係

、
に

あ

.
る
こ
'と
を
知
•つ
て
ゐ
るo

然
し
流g

貨
幣
量
は
寧
ろ
一
般
物
價
水
準
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で 

あ
り
ノ
然
ら
ず
と
す
言
、
貨
幣
は
必
要
に
從
つ
て
金
I

場
か
ら
商
品
市
場《

又
は
そC

逆)

、
手
許
準
備
金
か
ら
流
通
貨
幣
へ(

又 

は
そ
の•逆)

移_

す
名
か
ら
、
流
通
貨
幣
量
：

b
何
等
確
定
f

も
の
で
も
な
い
。
從
つ
て
之
を
貨
幣
價
値
決
定
の
容
觀
的
置
と
す
る 

こ
と
は
出
來
泛Q
で
あ.
る
。
具
‘又
物
價
水
準
が
流
通
貨
幣
量
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
矣
つ
て
も
、

.
そ

れ

は

自

明

の

理

で

あ

，
つ

て

V 

無
意
味
で
あ
る
。.
そ
れ
は
物
價
水
證
定Q

根
抵
を
說
明
すfQ

P

な
い
ミ
然
袅
貨
幣®

f
問
題
と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
客 

觀
妒
決
定
要
因
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
か
。
彼
は
之
を
可
能
と
し
で

'
塵

的

霞

を

金

，の
_
敗
置
と
銀
行
の
贷
出
條
件
に
求
め
る
。
こ 

れ
等
耍
因
に
關
し
て
は
後
程
逾
ベ
る
續
り
で
，あ
、

’る
か
ら
、
こ>
で
は
こ
れ
に
對
ず
る
批
判
を
試
み
な
い
が
、ヵ
ツ
セ
ル
が
こ
の
や
う
な 

見
地
に
立
つ
以
上
、
貨
幣
總
貴
を
問
題
と
す
る
方
法
は
、

•
こ
の
限
り
に
於
て-
是
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う

O  

.

然
し
か
ぐ
の
如
き
力
ツ
セ
.
ル
の
貨
幣
理
論
は
、
取
し
て
數
量
說
な
り
や
と
の
疑
問
が
坐
ず
る
。
如
何
な
.る
內
容
が
數
量
說
で
あ
る
か

ま
必
u
,%

定
說
が
お^
譯
で
ば
が5

が

、
：
單

に

貨

幣

'
の

數

量

.

*
物

價

と
.
の

間

に

密

接

^

る

關

懷

を
認め
るぢ
は、

數

量

說

 

の
反
對
者#
^
を
認
め
る
所
で
；か
つ
て
、
必
し
%
數
fi
:
,說
の
特
徴
で
は
な
い(

註
26
^
.:‘そ
の
時
徵
はw

fe
般
ぬ
言
ば
^
て
各

：る
鄭
乂 

,o
n
27
;o
、
，K

ビ
'
1.

ト
，ホ
ッ'フ
の
解
釋
に
從.
つ
て
、'「

貨
幣
の
贤
値
は
、
他
の
條
件
ゆ
し
で
變
化
せ
ざ
る
限
り
、
そ
の

.
流.
通
藝
ぬ
^-
つ
^
定 

悉
浙
兒
流
通
量
が
：增
加
す
れ
ば
せ
阛
馗
：は
低
落
レ
。

_

通
* -
が_

财
无
2
ぼ

-\
顧«
は

騰

貴

以

、

'-
'
.
;
而

が

，
動

は

同
':1

の
削
合
を
傲
つ_
c
lr-
k28)  
.
•
と

主

，
張

す

石

.
點
に.
置
く
ベ
：き
で
あ
ら
ぅ‘o

所
が
カ
ッ
セ‘
の
公
式
は
ご
め
數
量
說
の
內
容
と
は
‘相 

當
異
な
るo.
先
づ
第一

に
、
彼
が
貨
幣
數
量
を
流
通
貨
幣
量
に
限
ら
ず
.
し
て
、
貨
幣
の
金
量
を
問
題
に
し
た
點
に
於
て
’、
第
二
に
、
貨
幣 

i
と
物
價.
.<
?:
の
間
に
嚴
密
な
る
茁
比
例
關
係
を
認
め
ず
し
て
、
眾
-
に
相
]£
の
比
例
關
係
を
認
め
た
點
に
於
て:>
第
三
に
、〔

貨
幣
數
量
そ'  

の
も
の'を
決
定
す
る
客
觀
的
要
闪
を
樑
索
せ
ん
と
し
た
點
に
於
て
異
る
。

.
ア
モ
ン
0 .
次
办
如
き
批
判
は
蓋
し
適
切
で
あ
ら
ぅ0

「

カ
ヴ
セ 

ル
が
注
意
深
い
洞
察
力
あ
る
分
析
に
蕋
い
.
て
，數
置
說
の
杓
容
と
し
て
公
式
づ
け
た
命
題
ぬ
對
し
て
は
殆
ん
ど
異
論
は
な
い
。
然
し
.ん
は 

之
に
對
-P
て
--
•
'
梁
し
て
そ
れ
は
數
量
說
な
り
や
と
の
餘
問
を
投
ず
各
ゼ
办
ら

..ケ
o
、M.
方

に

於

て

，
そ

れ

‘は
、
數
量
■̂
貨
胳
價
値
決
定
；§

)

問 

題.
の
、決
定
要
素
と
な
す
限
り0
確
に
數
量
說
が
あ
る
？
然
し
他
方
に
於
て
.
ノ
問
題
‘に
さ
れ
る『

數
量』

が
所
謂
數
量
說
論
者
に’ょ
つ
‘て
、 

力
タ.
セ
，
ル
，
の
，
：定

義

.
に
は
異.
つ.
で
定
義
さ
れ
る
限
り
、
そ
れ
は
數
量
說
で
は
な
，い
と
言
ひ
得
る
で
私
ら
ぅ

」

と
へ
訑29〕

0. 

-  
•
•

/,

ら
る
べ
，き
で
あ
る
が
”
嚴
密
に
一K

ベ
ば
、
^
は
數
量
說
•
で.
は
な
い
と
'云
ふ
べ
き
■で
■あ
ら
ぅ
。

‘、

ン
.
：
/

ぃ
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ô
3
 

SONialwIssenschaft u
n
d

GOOZIaJPahik,

力'ダ
セ
た
斷
幣
傾
値
如
^-
說
。
亂
す
K
蘇
モ
の
考
察
，

 

.

1〇'七：
^
.

(

九六蓝

，

)

^

j

,



力
，ッ
セ
S

I

値
決
定
論
に
關
す
る
若
干
の
考
察 

ー
：ぞ

‘ 

■(

如

,

S-. 51

ン924：  S；  329.  

'

/, 

三
、
數
量
說
の
前
提Cet"eris  P

arib
u
s  

ミ
'ル
は
數
量
說
甚
次
の
や
ぅ
に
：公
式
づ
け
た
o
.,

「

一
定
時
に
於
け
る
國
民
經
濟
の
：總

手

持

篇

金
が
倍
加
•
さ
れ
る
場
合
、
他
の
條
仲 

，
-.

■
に
七.
て
等
け
れ
ば(

c
?
t
f̂
a
#
us
H
般

準

冬
亦
一
一：倍
と
な
：ら
ざ
る
をf

:

い
だ
ら
ぅ」

と(

飩
30〕

0
所
が
力
ッ
セ
ル
は
、我 々

が
靜
態
學
の̂
®
が
ざ
動
態
篆
：
.
の
尚
羅
，に
迤
ん
で
行
く
と
き

「

他
の
條
件
に
し
て
、等
じ
け
れ
ば

」

と
袞
ふ
假
定
を
絕
對
に
認
め
る
こ
ど
ば 

ゾ
也
來
ぬ|

產

璧

：じ
貨
幣
の
席
加
は
、他€
‘諸.
要
因
、
殊
に
貨
幣
以
流
通
速
度
、
銀
行
支
拂
手
段
と
現
金
の

.
割
合
、
更
に
又
商
品
取
則
量 

^
，

を

及

搲

し

得

る

怒

ど

は

最

初

^
^
假
定
き
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
石̂彼
に
ょ
れ
ば̂

^
量
^
壞

加

が

^
他

^

諸

^
因

し

に

及
 

ヾ
，ぼ
求
影
饗
こ
：そ
我
ィ
が
硏
究0_

ホ
れ
ば
な
着
ぬ
所
で
あ
？

、
數
量
說
は
か4

硏
究
だ
荃
然
無_

し
、奢

0
樣
^
蓄

：：̂

 

..

,
|

量
說は

：：」

響

a
s 
P

H
.

の
前
掇
墓
た
な
け
れ
ば
成
立
せ
ず
、
而
も
こ
の
前
提
あ
る
が
故
电
數
量
說
は
現
實
私
妥
當
1>
' 

な
\>
>
去
ほ
，，；*•
>
セ
ル.
以
2

':
^

の
人
々
に
ぎ
て
韦
張
さ
れ
、
晃
認
せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
が
、/o!

情
に
對
し
てf：  
.
5
V
ン
やg

-
1

め
：反
駿
が
f

り
と 
' 
で
f

.
ッ
セ
’ル
に
對
す
る
ア
モ
ン
の
批
判
を
中
心
と.
し

て

、
、
此

の

：
前

響

許

^

■

き

_

糕

檢

欝

す

:

る
こ
と
に
す
る o 

, 

' 

•

, 

\ 

;

':
,
--
.:-
レ

ュ
£
p
假
定
I :
許
し
得
る
や
否̂.
は
？
貨
幣#
^Q

增

加

が

他

：の

要

因

3
例

八_

貨

幣

流

通

速

庞
'-
:
>#.
品

取

引

量:-
:
*
,
國
民
經
濟
全
體0 ;

消
費
狀
態
等
に
變
化
を
必
然
的
に
，は
及
ぼ
ざ
な
い
か
或
は
必
然
的
に
及
ぼ
す
か
贮
依
存
す
るo

一
 
要
因
の
齡
化
が
他
の
要
因
が
變
化
と 

必
然
®
關
係
に
な
け
れ
ばc

e
t
l  

p

^
f
b
假
定
は
認
め
得
べ
|

あ
る
我
、

フ
要
因
0

變
化
が
他
わ
要
因
0 -
(
變
化
ぬ
當
然
§

:

必
然
的.
に

作

用
.
な
ら
ば
、
か >

 
る
假
定
は
認
め
ら
，る
、べ
き
で
は
な
い
® 

t
{
リ
ス
の
言
葉
を
借
ル
4
s

,'->
■

の.
要
因
が
變
化
叛
W 

な

ら

，ば

卞
#

M

說
は
正
し
く
、
他
の.
要
因
於
變
化
せ
ざ
る
を.
得
な
い
な
ら
ば
、
數
量.
說
は
不
當
で
私
る
^
義

〕

°.
' 

ぐ
：：i

り
然
：ら
^

^
.

■

^ .
■

幣
命
流_

_

、
へ
商
品_

_

.
_

於
^

^

酿_

泌_

_

_

與へる̂

養の
 

經
宵Eg

象
に
*
^
て
は
、
之
を
肯
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貨
粮
量
と
他s
-諸

要
因
の
間
に
は
可
能
的
關
係
ヵ
あ
る
•ば
力
り
で
な
く 

ね
欽
然
的
關
係
が
存
す
る
。
例
へ
ば
軍
素
債
に
ょ
っ
て
貨
幣
が
槽
發
さ
ル
る
と
、
養
金
は
軍
需
勿
に
流
人
し
、
渾
需_

灌

は_
 

戟.
せ
ち
れ.
て
、
.や
が
て
軍
需
商
品
は.
增

加

す

る

。

叉

ー

，
方

.
軍
需
品
製
造
に.
從
事
す
>̂
;
勞
働
者
50.
數
及
び
彼
等
が
受
け
る
賃
銀
も
增
加
.1
.、 

購
貿
力
は
高
ま
り
、
彼
等
は
以
前
ょ
り
も
多
べ
の
日
月
品
を
購
ふ
。
そ
こ
で
日
用
品
生
產
が
刺
戟
せ
ら
れ
ブ,
そ
れ
等
の
^ .
力
^
來
た 

す

,0
こ
の
や
ぅ
に
'1
.
て
貨
幣
の
檢
發
の
影
響
は
順
次
他
の
糜
業
部
門
に
波
及
-1
,、
や
が
て
社
會
の
商
品
取
引
總
簠
を
擴
吠
す
る
。
從
っ 

て一

般
^
^
欠
準
は
貨
幣
量
の
增
加
に
正
比
例
し
て
§1
貴
し
，な.
い
0.
欢
に
货
幣.
量

の

，
增

加

が

國

民

^
の

に
、f

が
增
發
さ
れ
て
も
、
國
民
の
各
々
が
ー
率
に
貨
幣
所
得
を
增
加
す
る
も
の
で
は
な
い
。
換
言
す-
れ
ば
、
貨
胳
の
塯
加
.部
汾
は
各
個 

人
に
均
等
に
分
配
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
そ
れ
は
ー
部
の
小
數
の
人

.々

の
所
得
額
を
增
加
せ
し
め
る
に
過
ぎ
ぬ
。：
從
っ
て
;8
§
貴
す
る
商 

品
は
一
部
の
も
の
に
限
ら
れ
、
必
し
も
一
般
物
價
水
準
は
騰
贤
し
な
い
。
11
に
貨
幣
量
增
洳
と
流
通
速
度
の
關
係
に
於
て_
も
、-
贺
幣_ 

が
增
加
す
れ
ば
、
未
だ
そ
れ
に
伴
っ
て
商
品
の
增
加
が
生
じ
な
い
限
り
、
流
通
速
度
は
減
少
し
、
物
價
は
必
し
も
騰
、貴
し〔

衣
>
0.

と
の
、
 

や
ぅ
.に
貨
幣
量
の
梢
加
は
他
の
諸
要
因
を
必
然
的
に
變
化
せ
し
め
る
。
從
っ
て「

他
の
條
件
が
等
し.
け
れ
ば
1_
の
、
假

定

；
は

滸

け

べ

か

ら

ざ

■.る
名
の
治
あ
る
,0.■ハ
.

.
.

入
.
：
：
'
.
-
' 

-

り：
：* -

'
'へ
•ハ 

* * 

.ぐ

所
が
ヵ
ツ
セ
ル
は「

貨
激
量
の
增
加
は
他.の
要
因
に.
影
響
を
及
ぼ
し
得』

」

と
会
ひ(

-•
!

〕

、
或

纖
L

響
讚
伽
霖
顏
ー
谨
の
纏 

.
通
速
度
が
低
下
し
、
銀
行
支
拂
手
段
の
使
用
に
比
し
て
現
金
の
使
用
が
相
對
的
に
增
加
し
、
且
銀

#
の
：1
栽
*
^
準
瀬 

取
引
量
^
增
大
す
る
も
の
と
推
定
す
る
で
、と
は
容
易
で
あ

.
る」

と
i--
w
ひ(

訪
34〕

、
貨
幣
量
の^
加
：&«
の^
晒
^
の
^
に
：、%
^
^
多
邀
：
 

S

係
を
認
め
て
ゐ
な
い
が
如
く
で
あ
，る
。
そ
こ
で
吹
の
や
ぅ
な
ア
モ
ン
の
反
駿
が
生
ず
る
。

「

カ
ツ.
セ.
ル
は『

他
^
鋒
#:"に
し
ズ
廣
;̂
 ̂

ヵ
ッ
セ
ル
貨
幣
傾
値
決
宛
論
に
關
す
る
若
干
の
考
察
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幼
ッ
々
ル
僎
値
決
记
論
に
關
サ
る
笛H：

の

考

察

Z

0 

(

九
六
&

先
け
^

ゼ』

^

假
宛
の
許
し
部
べ
；か
ら
.ざ
る
こ
と
を
、
嘴
幣
量
の
變
化
は
又

『

他
の
諸
耍
因
に
影
響>

及
ぼ
し
，得

る
1

と
袞
务
こi 

1_

層.
儿.
べ
生
張
し
，た
。‘
事'»
我
力
が
か
く
の
如
く
事
情
を
欏
成
す
る
な
ら
试
-
貨
幣
量
の
變
化
は
、
又
他
の
決
定
耍
闶
に
作
13
を
及
す 

,す
';
<?:
;&
ふ

何

等

，
の
必
然
，
牲

も

作

し

な

い

;0
假
^
こ
の
こ
と
が
事
實
あ
り#

る
と
し
て
も
、
又
恐
ら
く
一
 

般
に
は
事
實
で
あ
る
么
し”て
も」 

-8
-6
。
激
に「『
他
.0
條
卿
に
し
て«

北
な
け
れ
ば』

の
假
定
は
全
く
許
し
得
べ
き
で
あ
る

」

と(

胜
柯)

0

カ
ッ
セ
ル
が
必
然
的
關
係
を
認 

.
め
ぬ
限
*1
)
、
ア
モ
ン
の1̂
駿
は
正
し
い
。
然
し
窜
實
必
然
的
關
係
が
存
ず
''石
な
ら
ば
、
こ
の
反
駁
は
不
當
で
あ
る
。

卜
成
ち
ば
ア
モ
ン
自
身
は
、
貨
幣
量
の
增
加
と
他
の
要
因
^
の
間
に
必
然
的
關
係
を
認
め
て
ゐ
な
い
か
ど
ぅ
か
'0
彼
は
貨
幣
量Q

暂
加 

と
^
會
の
'm
赞
狀
，態
の
變
化
と
の
間
に
は
例
外
的
に
必
激
關
係
を
認
め
る
。
即
ち
貨
幣
量
の
增
加
は
あ
ら
ゆ
る
所
得
階
級
に
均
等
に
分
，
 

.•
s
a
r
j
れ
る
も
.V
J
*
.
で

は

，な

べ

、

先

づ

僅

'か
の
人
々
の
購
買
力
を
增
加
，せ
し
め
る
と
沄ふこ
と
を
認
め
る
の
で
あ.
る
。
然

し『

そ
の
他
の
要 

.
•
例
へ
ば
;»
通
速
度
、
銀
行
支
拂
手
段
と
現
金
の
關
係
、
叉
商
品
取
引
'*
等
に
對
し
て
は
必
然
的
關
係
を
認
め
な
い

(

註
87
}>
0
彼
は 

^
幣
ネ
の
‘增
^
が
商
品
取
技
量
に
及
ぼ
す
影
響
に
つい
て

は

*

之
以
上
何
等^j

ベ
て
ゐ
方
い
け
れど
も
、
、流
私
速
度
及
び
信
用
支
拂
手 

與
翟
用
に
及
抓
す
影
響5

い
て
は
次
の
如
く 
一
 K

、

つ
て
ゐ
る
。
即

ち「

狹
義
に
於
け
る
貨
幣*!
の
增
九
は
、.
確

か

に

そ

れ

蠢
.v
、̂! 

;p
速
度
め
減
少
、k

が
信.
调
支
拂
手
段.
の
^ ;
用.
の
減
^
を

招

來
.L
得

潘

證

續
--

^
め
顿
大
を
結
果
し
得
る
。
然
し
こ
の
結
果
は
必
然
^ .
に
、は
坐
じ
な
い
。
诺
し
見
は̂
る
と
す
る
も
、
こ
、
で
は
全<.
:
直
接. 

灌

■

謂

嘗

さ

れ
f

Q
で
は
％
く
し
て
、
貨
幣
■

■%
火
が
第
.一
に
支
拂
慣
習
に
影
響
を
及
ぼ
す
も

0
-

•と
し
て
認
め
ら
れ
ね 

城
は
題
外
の
、若
くは囊
外的に
箨づけ
られる

S

で
t

、
證
靈
及
び
信
用
支
攀
段
使
用
の
變
化

L

a
;.
<
D
;
要
細
に
ょ
つ
て
影
響
5
れ
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ら
ぅ」

と(

驻
38)

0
從
つ
て
彼
は
所
謂f

そ
の
他
の
要 

因1

に
.
p
;v
;x
は『

ま
め
條
种
に
し
て
變
北̂
^
 ̂

.
.

社
會
5D
消
費
M

が
變
化
す
る
と
と
は
、
ア
モ
ン
も
認
め
て
ゐ
る
か
ら
問
題
で
な
い
が
、
然
し
そ
れ
以
外
の
諸
要
因
は
果
し
て
必
然

,
k
に
變
化
し
な
い
'で
あ
ら
ぅ
か
。
寧
ろ
&
师
ヤ
を
ど
鎖
ず
が
0 :
妙
庇
當
で
ぬ
な
か
ら
ヶ
か
0
貨
幣
量
0
增
大
が
流
通
速
度
に
及
ぼ
す
影

響
が
^ '
令
間
接
的
に
也
ょ
、
そ
の
影
響
は
必
然
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
理
論
化
服
定
を
布
す
る
パ
故
に
數
量
說
が
假
宠
ぞ
有
す
る
こ
と
は

ぎ
じ
も
非
難
す
べ
き
で
は
な
；s
o
然
し
一 
'つ
の
要
因
と
必
然
關
係
"
，或
は
，函
數
關
係
に
あ
‘る
他
の
諸
要
因
を
變
化
な
ぎ
も
の
と
假
定
す

る
こ
ど
は
誤
つ
て
ゐ
る
0

^ :
に
ア..
モ
シ
が
、「

あ
ら
ゆ
る
现
論
は『

舞
の
條
件
に
：し
て
等
し
け
れ
ば』

を
假
宠
に
包
含
し.
て
ゐ
f
i
s
o

ゼ(

砝
40.)

*

數
量
說
を
辯
護
し
て
も
、
又H

リ
ス
が
"「

經
爽
學
に
t
て
齊
通
用
^
ら
れ
る
論
理
的
方
法
で
あ
る
共
變
法
'(

0
H

V-

f

喜

? -
e

を
州
ふ
る
だ
ら
ば
、
共
に
必
然
的
に
艷
化
す
，る
k
の
以
外
の
他
の
總
て
の
要
因
を
無
視
す
る
と
と
は
正
し
い
。
と
れ

は
、.
ぞ
の
本
質
上
杣
^g

で
お
る
•
あ
ら
ゆ
る
推
理
の
不
可
龊
^
特
質
で
あ
る」

と
沄
つ
て
，6
41
W,
力
、ッ
セ
■ル
に
反
對
し
て
も
、貨
幣
量
の

激
化
が.
必
然
的
に
他
0 ,
諸
耍
因
钇
變
化
せ
し
め
'る
以
上
、
此.
等
の
非
難
を
認
め
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
珠
に
靜
態
的
硏
究
か
ら
進
ん
で

動
態
的
硏
究
に
人
る
場
合
•
然
りで
あ
る
。
，

：
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：

：
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Ellis,  Ib
id

.  p.  
1
35°
:
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r
-
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. 

h
\ 
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-
c 
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,
-
.
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-
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$

,
篇

.價
値
決
定
要
因
.
の

實

證

的

分

：
析

;'

,
.
.
:

前

述
0
や

ぅ

：
に
.
*>
务
^
は

洗

づ

敏

量

說

：の

'意
1

容

に
.̂

い
#
說

明

す

る

。

然

し

彼

は

；

の

や

ぅ

な

內

容

.
の

數

量

說

に

必

し

も

賛

成
し
.て
ゐ
る
の
で
は
な
い
o
.
t
に

よ
れ
ぼ
、
と

の

說
明
は
單
に
、「

*

量
說
が
各
種
の
假
定
を
設
け
た
場
合
、
そ
れ
は
：如
何
な
る
內
容
を

- 

' 

-• 
■ ...  

-  

• 
■

有
す
る
か1
或
は
數
量
說
が
ー
迠
意
味
怒
持
.
つ
爲
'に•は
、
そ.
れ

，
は

如

何

な

各

内

容

を

論

理

的

に

持

た

ね

，
ば

’な
ら
ぬ
か
を」

承
し
た
の
み 

で
あ.
つ
て
、
，數
量
說
の
命
題
が
芷
し
い
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
、何
等
判
斷
を
下
し
て
ゐ
な
い
の
で
へ
あ
る
裔

42)

0
-'
;
.
彼

は

此

等

の

判

斷

を 

ば
，
統
計
的
、
經
驗
的
證
明
に
ょ
つ
て
.
初
め
て
下
し
得
る
と
考
へI
の'で
あ
る
。
 

' 

ヵ

ッ

'
.
セ

ル

は

又c
e

t
l  p

arib
u
s-,

の
假
定
の
許
す
べ
か
ら
ざ
る
.
こ
と
を
主
張
し
、
貨
幣
增
加
の
他
の
諸
要
因
べ
の
歡
響
こ
h
黏
究 

し
な
け
れ
ば•
な
ら
ぬ
も
の•
で
あ
、る
と
な
し
た
？
然
ら
ば
此
等
の
影
響
は
如
何
に
し
て
知
る
こ
と
が
出
來
る
、か
？
彼
は
理
論
に
よ
つ
で
'此 

等
を
知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
て
次
の
や
ぅ
に
宕
ふ
。

「

貨
幣
の
增
加
が
貨
幣の
流
通
速
度
-
銀
行
支
拂
手
防

Q.

利
用
度-.
又
.は
卿 

品
取
引
量
ゆ
如
何
な
石
作
用
を
及
ぼ
す
加
は
.
、
，：理
論
に
よ
つ
て
論
究
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
問
題
で
あ
る

」 (

訪
43〕

0「

贤
變
箭
’增
加
の 

作
用
を
謙
量
尺
度
で#
ボ
す
る.
ご
ゼ
ぬ
、
：
_

ら
か
陀_

#
廳

篆

^
い
靡
で_

な
0:"同
様
ぬ
^
€>
;
:
:̂抵

銷

§
^

達
す
る
か
の
•問
題
に
答
へ.
る
こ
と
も
理
論
に
と
つ
.て
不
W
能
で
あ
る
レ
々
S

44)

0
而
し
て
彼
は 
> 
か
V
る
問
題
に
對
す
る
’餘
备

は

、--
.
事
ソ 

實
材
料
に
基》

て
經
驗
的
に
觀
察
し.
て.
の
み
可
能
咏
ぁ
る
と
主
張
ャ
る
の
で
ぁ
る(

註
45〕
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3
^
<
0
如

く

彼

：は

、

-
數

量

說

め

命

輝

の

：：

-:
«
1杳
に
^
い
^
蒸

 ̂

理
論.
に
^
る
解
答
.を
不
可
能 

•■
;

.
と

じ

、
て

？

露

的

硏

究

に

.
ょ

ジ

て

：：の

谷

可

能

：で

あ

;?
>
士

考

べ.る.
0:.
:從

や
^
^
^

:
價
水
举
變
動
の
'統
翁
的
、

-

‘
 

(

lf
c

45)

p
^
f
:

p
v

::
p
>

;

、 

: 

* 

/
 

-

,
.
r
p a
:'般
物
價
水
準
の
長
期
變
動

，：

 ̂

^

ヵ
ッ
セ
ル
は
先
^
指
數
に- ^

る
一.
般
物
價
水
：
_
,

<D
测

定

方

法

を

^

へ
た

後
、
か
く
し
て
测
定
せ
ら
机
た
.

一

般
物
價
水
準
と
金
の
數
量

点

の

：間

に

；如

霞

.
る
關
係.が
あ
：る
：か

を

統

計

的

：に
檢

M

す

る0

‘ 

: 

へ
：
' .
:,. 

' 

>

 

I  

、
：
世
、界

に

蔡

る

金

の

總

#

の
變
牝
恶
：：般
物
價
水
.
準
に
如
何
な
名
養1
與
：へ'た

か

を

知

る
:«
に

ぃ

被

苹
0
期

間

：に

故
&:
る
，金'の
^
給

量

と

，

.
1,
股

想

價

水

；準

を

比

«

す

る

。
：
；
：ー
兀

:̂
經_

 

:

商
ロ
 
|の
生

產

：及

び

取

引

の

»

大 

,

等.Q

爲
に
、：

貨
幣.
の
增
加
を
必
耍
と
す
.る
0
'從
つ
て
或
程
度
の
金
數
量.
が
增
加
し
て
も
，
必
し
も
ニ
：般
物
債
水
準
は
騰
貴
し
な
い
。」

然 

へ
I

ぼ

：
一
：
顧

；

.
：經
濟
的
進
步
は
如
何
程
の
金
壹
の
堦
加
を
^
要
^
す
义
か
タ
^
め

邊

玄
,̂
^

.
、ぁ
0
た
ニ
つ
の'.年
を
選
擇.
1>
て
、
：
そ
の
期
間
に
如
何
程
の
金
量
が
增
加
し
た
か
を
見
れ
ぼ
ょ

.
い
。
こ
の
目
的
に
最
も
好
都
冷
方
の
は̂̂

-

一
九
一
〇
年
；

れ
と
同
一
の
高
さ
に
ぁ
I

か
ら

,
で
ぁ.
る
。‘
故
に
と
の
，期
間
；に
於
け
る
金
數
量
の
增
如
が
、.
經
濟
的
發
達
に
際
し
て
、.
物
價
を
同
ー
の
高
さ
に
保.
つ
爲
^

.... 

. 

.

.

.

. 

- 
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^
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^
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‘
力
ジ
セ
ル
貨
幣
價
値
決
定
備
'f
t
關
す
る
若
干
‘の
考
察
：
. 

-

一
一-
四

(九
七
， 11>  

と
表
ひ
得
る
の
、で
あ
る
:°
ヵ.
ッ
セ
，
ル
の
、
前

算

に

ょ

れ

：ば

、

_

之
の
期
間
‘に
金
數
量
は
百
億
マ
ル
ク.
か
ら
五
西
一
一
十
億
マ
ル
ク_
に
胄
⑽
し
、
，
 

こ
の
增
加
，額
か
ら
¥ -
平
均
咐
加
率
を
產
出
す
る
と
、
&

ー
八
％
と
な
つ
た
0
從
つ.
て
佌
界
の
金
總
量.
が

每

苹

約

一

1

•
八
^
づ
i
僧
加
す
一 

れ
ば
、一

般
物
價
水
準
は
變
動
し
な
い
こ
と
V
な
る
。
ヵ
ッ
セ
ル
は
、
か
く
の
如
き
一
定
期
間
後
に
マ
般
物
價
水
準
を
不
變
の
全
、
に 

^

^

•^
金
*
の
：洵
等
«>
飧
洳
卷
席
胡
繪
加
士_

ひ
',
'
*
に
：疋

常

的

增

加

を

息

た

ー

る

場

洽̂
^

蓄
璧
里
と
名
づ
け
る
。

,

ハ
:#
達

；の
,*
條
法
の
；蓄

精

量

せ

必

し

.
_

;̂
灌

積

量

：に

等
,1
>
如
^
抹
限&

ぬ
-0
:
.
猫

っ

セ

兩

者

の

離

水
準
は
變
動
す
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。.
力
ッ
セ
ル
は
金
の
實
條
蓄
積
量
と
疋
常
著
積
量
0
離
反
を
ネ
，般
物
慣
水
準
の
變
動
ふ
比 

較
f
谨

兩

I

'*
際

議

:-
*
士
潔
常
馨
畫
:̂
除

:̂
^

^
1€
>.
此
1
:--
|金
：の
き
對
的
蓄
積
量」 .：

と
稱
し
、：
こ
の
相
對
的
蓄
積
量
と一

般 

物
頂
水
準
, |
:
示
す
曲
線
を
圖
表
に
組
立
て
、
兩
者
に
マ
敦
の
，损
向
を
激
め
；る
。

一 .

八
五
〇_

か
^
1
%.
八
、
七

年

ま

：で

は

 ̂

が
正
常
蓄
積
量
ょ
り
大
で
あ
り
、.一
八
八
七
年
か
ら
一
九
，1
0
年
に
至
る
ま
で
は
小
で
あ
つ
た
o
從
つ
て
前
者
の
時
期
で
は
ー
般
物
價 

水
準
は
龙
常
冰
弹
-^
出
に
^

^

ハ
後
の
哨
期
で
^

そ
れ
以
卞
に
俄
常
し
て
^
^
^
即
^
前
時
期
で
は
相
對
的
蓄
精
量
が
识
常
水
準
を 

超
；へ
;•

>
後
の
賭
聊
で.
味
正
^
^
準
%
下
り
';
*
'
'一
 般

®
®

水.
準
は
こ
の
相
對
的
蓄
積
量
の
變
化
に
伴
つ
て
@:_

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か 

>

る
事
章
に
甚
^
そ

、
，
：ヵ
#

セ
，
ル

は

次

.
の

洳

.'
<
結

論

す

る0「

以
4
^

金
の
相
對
的
蓄
積
量
：の
變
動
：に
依
存
：し
ジ
旦
つ

.
，1:
般
物
價
水
準
が
ゝ
：假
今
他
の
_
要
因
0

影
響
を
受
け
る
と
は̂
^

此

：
例

波

：％

限

：

^
昶_

、」

激

且

論

祯

茈

：
當

货

^

遺

.:
<
?:
^

,
、ー
か;<
'

の

如̂
7
す
般
物
顧
水
雄
^
長
期
に
基
々
變
動
は.
ぜ

金

灰

位

；に

於

て

挟

世

界

0
金

供

給

量.遊
因

ず

名̂

と
が_

か

め

ら

れ

た0 

.
然

ら

ぼ

止

述

；し

.た

:«
間.
：に

於

：け
.
る
：
氣

の

需
.
要
0
變

化

は

、
：
：
ー

&
舊

水

：準

忙̂

影
響
を
認
め
る-0.
即
ち
一
般
物
價
水
準
が
一
八
五
〇
年
及
び
六
〇
年
代
に
龙

.
て
:'
相
對
的
金
遭
韻
置
以
上
を
承
し
、

.一

八
九
0
部

':
^

に 

:

は
そ
れ
以
下
を
，示
し
た
の
は
、
均
等
な
る
金
の
需
要
に
變
動
が
あ

•
つ
た
が
，爲
で
あ
る
と
す
る
。
：漱
言
す
机
ば
、
金
の
儒
要
が
1
<
七
〇 

年
前
は
1£
常
0
マ
八
が)

ょ
、り
少
く
、
そ
の
後
は
盛
ん
で
あ
.
つ

た

が

爲

，
で

あ

'る
?°
余

，
の:»
耍
_
は'
八
七
-0
萍
代
；か
ら
何
故
に
增
娜
し
た
.
か
'0 

彼
は
之
を7 (

ー)

，ョ
丨
ロ
ッ
バ
諸
國
が
金
本
位
を
採
用
し
た
こ̂、(

ニ)

ア
‘メ.
リ
カ
が
1
->
\
七
九
年
以
降.
の
南
北
戰
爭
の
結
果
、
急
激
に 

■]
£.
貨
準
備
を
撊
張
し
た
こ
と
、

C

三)

一
八
八
〇
华
代
に
於
い
て
印
度
の
金
輸
入
が
激
%
し
た
こ
と
に
歸
し
て
ゐ
る
。2

)
の.
原
因
は
、:- 

;3
1
ロ
ッ
パ
諸
國
が
漸
次
に
金
本
位
忆
移
行
し
た
爲
に
、

一
般
物
價
水
準

.
に
本
質
的
影
響̂

與
べ
な
’か

.0
た
。
，>然
|し(

ニ)

の
.
影

響

せ

最 

も
大
き
く
、
之
が
爲
に
生
じ
た
物
價
水
準10
-1
'
落
‘は
、，
約

七
.̂
と
見
橫
つ
て>
り
、.(

三)

の
要
因
は( .
一0

に
比
す
れ
ば
影
響
少
くM
之
：

V- 

. . 

.

.

.

.

.
/ 

- 

-

-
‘.

.

.

.

.

.

■•
•
.

 

........
 

-

 

....

が
§

を
下
落
せ
し
め
た
作
用
は
約
ニ̂
と
見
積
つ
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
カ
ッ
セ
ル
は
次
の
如
き
窮
極
的
結
論
を
下
す
。

「

故
に
一
般
物 

:

價
水
準
灼
良
姻
尤
亙
涔
變
動«

^

^
じ
#
资
<7
-
>̂

或
程
度
ま
で
不
規
則
で
あ
る
事
に
歸
す
べ
き
，も
の
で
あ
る」

と
。(

驻
47)  

........................

......
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,
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tf
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o
a_sŝ
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p. o

,  ss.  -416-420.  
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.パ

.
I
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へ
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べ
餘
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,
ゾ

’ 
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i 

般

物

漆

準

の

短

麗

動 

' 

•  

:
: 

': 

' 

' 
;
 /

V

. ;
:'
'
絲

,'
:

;
_

.
以
上
の
經
驗
的
分
析
に
ょ.
9
て
、

一
般
物
價
水
準
が
，
長
期
に
於
て
は
、
金
の
相
對
的
蓄
積
量
と
金
の
需
要
に
依
存
す
る
こ
と
が
示 

•
さ
れ
た
。
然
し
と
の
と
と
は
短
期
、
即
ち
年
々

.<
0
.
.
價

の

變

酈

に
.0
い
て
何
事
も
說
明
1
得
な
い
0
年
々
の
物
價
水
準
は
此
傳
4
は
與 

づ
た
要
•
因
に
ょ
つ
て
變
動
す
る
の
で
あ
'る
。.
然
ら
ば
そ
の
年.
々
の
變
動
を
^
配
す
る
も.
の

は

何

で

、
あ

ふ

ぅ

か

:°
カ
ッ
‘セ
ル
は
之
^
景
穿
'.
'
', 

變
動
と
銀
行
政
策
に
求
め
る
。

.

•
.

,
•
 

....

マ
.，..

•

パ

,.
'

r.

,■-
.
■.
ペン'
，ド

/
>
' ゾ
-■■
'
-
い.

V
.
- 

V
- 
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.. 
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.
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カ
ッ
セ
ル
貨
幣
领
値
決
定
論
に
關
す
る
若
千
の
窀
察
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五
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;

ッ
セ.
ル
喷
幣
愤
値
決
免
論-
に
關
す
，る
若
干
の
考
察 

一
一.
六

C

九
：七四

：}

卜？，#
氣
截
'»
负
1.,
.般

物
價
に
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ら
ぅ
こ
と
は
箨
易
に
考
へ
ら
れ
る
。
云
ふ
ま

•
で
も
無
く
、
好
景
氣
に
は
商
品
並
び
に 

へf

遲
播
駿：

集_

§

濡»

が»

汰
贫
务
如
呢%.

ー̂

物
1

準
は_

し

鹽

萊

景

氣

：に

姑

そ

九

釋

に

對

す

.
る
：欝̂

物
價
姆
〒
游
す
る
の
で
あ
る
。
为
ッ
セ.
ル
は
景
氣
變
動-v

1

般
物
慎
水
準
と
の
間
に
密
接
な
一
致
の
あ
る
こ
と
を
、

一
A
五
〇
年
と
一 

九.」

0
邱

の

期

僩

に

於

.
て

'

明
ら
か
に
示
し
て
ゐ
る
0
註
48
:>

。-
, 

/
 

■ 
.
: V 

• 

V

'
■;-
獅
1>
每

翁

變
_

蘭

變

働._

議

變

動0
务

に

歸

因

龙

る
0
で
は
な：̂

^
^

の
需
要
:̂
大
と
な
り
"
物
價
は
下
落
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
帶
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
物
價
は
騰
貴
す
る
。
か
X
る
矛
、盾
は
何
没 

坐
ず
爷
必..で

.̂
ち
^
か
。'
'表
4
ま
で.
；
教
べ
、
貨
微
の
需
要.
の
檢
加.
に
伴
つ
て
、.
货
幣
が
增
發
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
貨
幣
の
^
加

が
.
 

#_

:

塞

替

細_
.

論
«

擬

«

を

; #
名
-:.
0
^
，

衆

教

梂

_

_

_

す

名

金

數

量

が

'>
:,
*

:

歷

最

o
際
に
は
、：-
:層.
著
1>
<
吏
拂
の
目
的.
：
 

览
利
用
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る」
-<
?:
沄
ふ(

詁
49)

0
即
ち
好
景
氣
に
於
て
は
、
金
貨
の
流
通
速
度
は
增
大
し
、
銀
行
の
疋
貨
雄
備
は
流
通 

金
廣
と
‘し
て
市
場
に
出
で
ノ
非
貨
幣
上
に
使
用
さ
机
て
ゐ
る
淦
は
貨
幣
^
し
て
用
ひ
ら
れ
、
就
中
銀
行
支
挪
手
段
は
多
額
に
：增
發
さ■

れ
： 

^
■
か

愚

せ_

顧
の
*
;»_

餘

:#
_

嚎

淦

看

量'-0._
蒸

當

^
の〈

支
拂
給
#
0
讀_

に
：ょ

此
等
の
事
賓
を
ば
，1
7\
七
〇
年
か
ら1

九一 .G
年
ま
で
の 
一一>
1
ョ
ー
ク
及
び
ロ
ン
ド
シ
の
手
形
交
換
高
に
ょ
つ.
て.
例
證
し
て
ゐ.
る
。，

(

独
50〉

，

,-
* 
;•
 

•

:
,

-

'

■•
然
ソ
ら
ば
か
V
る
通
货
の
增
加
は
何
に
ょ
り
て
可
能
で
あ
ら
ぅ
か
。•
之
は
銀
P
政
'策
に
ょ.
つ
て•
可

能

な

の

で

あ

る

.。

銀

行

は

直

接

通

貨
 

を
■通
加
せ
し
め
る
こ
と
が
出
來
る
。
銀
行
は
好
景
氣
の
際
に.
は
、.
商
品
取
引
盘
に
比
‘例
し
て
、
或
は.
そ

：れ

以

上

に

.
銀

行

吏

拂

手

段

を

造
 

细.
ル

デ

杯

靖

濟

め

擦

本

遞

、
；
逆

.
本
之
浼
個
歌
オ
义
が：

難
ク
2

«

物

漂

準

0

_

ま
漱
，
ぼ
^
瀨
ほ
水,

光
#
亦
虎
る
と
し
て
も
、
如
何
な
る
場
合
に
も
、
銀
行
に
よ
る
亥
挪
手
段
の
供
瀚
0
調
節
が
無
け
れ
ば
不
可

能
で-
あ
る
。
故
に
力.
ッ
セ
ル
は
物
價
の
年
々
の
變
動
の
一
.要
因
を
銀
行
政
策
に
求
め
る
の
で
あ
る
。(

註
51)
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c

i

r
.

p
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.

s
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4
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み.：
.

-

:

-

:.

...-.(

^

3 0

ン..'.._
.c
a
's
e
l

>«.

p.
 

.a
v
:Q

r
.s
s
,-
{4

-
3
2
-
3
. 

- 

• 

-p
ssei,  

P 
尸 P

,sr4
3
4
..

•...

以

上

：，の
^
;̂
读
^
々 ̂

の
®
當
性
、
:貨
幣.
增
加
の
影
響
を
：ば
統
i t
的
、.
'辭
驗

的

に

檢

討

し

，
へ
：
物

慨

€>
:
'
長

期

變

動
 

^
金̂
の
相
#
的
蓄
積
»
^
此
例
す.
る
こ.
と
を
示-
し
>;
:»
'

こ
"'0.
限
り
^
於

て
':
:
:>

數
量
諫
0 ;
安
^-
性
^
肯
定
す
^
0
且
^-
物
徵
が
金
の
^
要
の. 

5
,.
.̂
.

則
生

つ

；で&

支
配
さ
れ
る
こ
と̂

例

證

し

、
.或

ゆ

^ :

物

價.
の
..短

期

變

動

が

最

氣

變

動

と

銀

往

政

策

に

侬

# :

ず
る
こ̂

を
主
張 

^ .
冤

&
ハ
の,

敦
ガ.
ッ
セ
ル
の
硏
究
は
、.
ァ
モ
ン
も
萁
ふ
如
く
ゾ
價
値
多
く
マ
興
味
あ
り
、
且
有
用
な
も
0
で
あ
る(_

)

0
然
し 

と
れ
に
對
し
て
多
く
の
批
判
ハ
餘
地
が
淺
さ
れ
て
ゐ
る
。 

•

;A
-f
e

^

第
：：

L

擧
：げ
叙g
^:
'
'f
e

取

非

職

は

、

ガ

：
ッ

：

セ
ル
が

、
.
.
|
.
'
般

物

價

水

準

決

忠

要

因

0-
:究
明
、に
當
り
、
：ノ
现
論
的
叉
は
演
繹
的
ガ
法
に 

r

ら,

し

て、.
.歷
史
的
、
：事
賢
的#

敗
'.に
依
つ
た
こ
と
で
あ
る
？
彼
は
數
置
說(o.

i
t

理
論
的
に
明
ら
か
に
す
るこ'
I

不
却
能
と
:
 

し
'
實
證
的
に
之
を
讓
せ
ん
と
試
み
た
。
’
か
"
る
試
み
農
は
決
し
て
非
難
さ
る
べI

の
で
は
な
い
一
。
.
蓋

し

一

つ

の

擧

說

が

如

何
 

に
理
論
的
に
完
全
に
成
立
し
て
，も
、
實
際
的
に
香
し
な
け
れ
ば
、

’
そ
；の
學
說
の
效
果
は
認
めe>
:
る

べ

き

で

は

な

：い

か

：
ら

で

あ

る

o
.
然
 

し-
一

つ

ひ

學

說
'が
如

何
.
に
實
際
的
に
安
常
し
て
そ
れ

.
が
理
論
と
し
て
疋.
し
い
と
云
ふ
こ
と
は
出
來
な
い
。
•學
說
が
理
論
が
に
矛
盾 

レ
な
：
.
ハ
か
ど
5-
'
，か
は
理
論
に
よ
つ
て
の
み
批
判
さ
る
ベ
き
じ
と

.
で
あ.
つ
，て
：*
實
證.
的
HI.
.批
判
す
る
-.
?:
と
は
出
來
ぬ
。
實
證
的
硏
デ
ば
，

迦
論
の
‘貧
際
的
價
値
荔
る
S

5

る
か
、
或
は
實
讓
研
究
を
參
考
し
て
理
論
‘基
成
す
る
場
合
に
の.
み_

|
 
•へ
き
で
あ
る
。

力
.ッ
セ
ル
赏
幣
侦
値
決
定
諭
に
關
す
る
若
干
の
枣
察 

一

一

セ

(

九
'
五)



ヵ
タ
セ
ル
貨
幣
愤
値
決
宛
論
に
關
す
る
葙
干
の
考
察 

ニ

\

(

l
b
六〕

然
る
に
ヵ
ッ
セ
ル
：

S
S

IQ

馨

を

讓

す

る

爲

に

、
實
證
的
方
法
を
用
ひ
、
且
實
證
的
硏
究
の
後
に
何
等
Q
i i
'
論
を
構
成
し
て
ゐ
な 

‘い
°.-
從
つ
て
’數
釐
說
の
正
否
は
,»
’
力
ッ
セ
ル
の
方
法
に
ょ
つ
て
锻
證
さ
れ
る
こ
と
は
出
來
な
い
o 

^
假
に
實
證
6*
®

-^
セ

を%
す

れ

•ば=

理

論

.と

し

て
1£.
當
て
あ_
る.
^
し.
て.
も
，.
，
.
'ヵ.
ッ.
セ
ル.
の
資
料
は
硏
究.
に
最
も
好
都
合
な
或
特

.̂ 

時
代
，に.
關
す
る
^'
0
で-
あ
か
、
該
時
代
に
妥
當
レ
だ
か
ら
ど.
て
、''
必
し
も
あ
ら
ゅ
る
時
代
に
安
當
す
る
と
は
眼
^:
ぬ
0:
.
::
;

、
ご
.，
.”」 

ゾ
此
衆
昆
點
に
關
聯
■し
で
擧
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、-
力
ッ
^
ル
は
此
等.
の
證
明
に
於
て
、_
v
般
物
W
水
準
と
そ
れ
'等Q

決
定
諸
耍 

因
ぉ
€>-:
間
に..單
&
旮_

關
ギ
係
矽
確
亂
し
た
に
過
ぎ
ず
、.
そ
れ
等
の
因
艰
紙
係
を
明
瞭
に
し
な
か
つ
た
ど
袞
ふ
：こ 

八
忠
©-
带
か
ら
；長

’10 :
年
東
€

»

間
に
於
て
、.
一
；
處

物

價

漱
#
-

金

が

德

歡*

ー# -
霊

"
^
氣

變,

紙

行

齔
_

の
.
間

に

漱
 

接
な
る
，關
係
の
：
.
あ
る
匕
と
を
論
證
し
た
。
然
し
物
價
と
そ
れ
等
賜
因
と
の
因
揚
關
係
、
即
も
物
價
が
先
に
變
動
し
た
か
、.
或
は
そ
.れ
等 

諸
要
因
が
黹
ぬ-^
動
し
；
た

か

を

證

明

#:
;で

ゐ
^
5
'̂
彼
ば
最
初
沒
物
僂&
螢
o '
供
絡
！8
#
が
密
辕
歡
衣
關
係.
ぬ
あ
：冬
0-
と
だ
實
證
し
、 

を
の
雄
粉
か
らI
M
物
價
水
準
播
金̂

相
對
的
蓄®

®

依
存
；W

真

P

爾.
者
の
間
^

蓝
此
例
的
關
係
が
办
つ
た
こ
ぶ
免
尕
す
の
み
で
ぁ
つ
-0.
プ
物
價
が
^.
因
で
あ
る
が
、.
相
^

的
蓄
積
«
が
厫
财
で
あ
る
が
を 

示
來
と_

播

出

來

ぬ
,,
0:
物
債
が
金
0

相

對

的

蓄

精

量

に«3
:
:-
つ.
て
決
定.
ざ
れ.
る.
と
运
ひ
得
る
な
も
ば
、
反
對
ぬ
麵
の
相
f t
的
蓄«

*

が
物.. 

價.
に
^

^

て.
盡

；さ
れ
る
:<
?:
も
;«
ひ
#

る
0
«

實
金
の
：生
產.
は
、
：金
價
楮
の_

貴

、
即
ち
一:
般
物
潰
の
下
落
に:0
:
.
つ
セ
刺
戟
さ
れ
、
こ 

へ
れ
ま
で
顧
ら
れ
な
が
つ̂
^
鑛
が
開
發
せ
ら
れ1

金
：の
坐
産
額
は
增
加
す
る
。

こ
の
場
合
は
物
匱
が
墩
因
で
金
の
：供

1

の
.增
加
は
結 

へ
果
で：

あ
る(

|

^

晴
:«
ぼ
ガ
ッ•
セ
ル
は
、
金

.0
需
要
量
：の«

動
’が
物
價
に
影
響
す
る
こ
と
を
論
證
す
る
：

^
.

ど
も
*
逆
に
物
廣
が
金
の 

.
需
要
量
に
影3

%

か
場
合
%

考

，へ.
ら
れ
る
。.

例
へ
ば
物
價
が：

何
等
か
の
原
因
で
騰
貴
す
れ
ば
、
.
そ
れ
は
金
價
挤
の
下
落
と
な•り
、
非
貨 

幣
的
用
途
べ
，
‘の
需
要
が
增
大
す
る
。
 

-

,
.、
'

,

,

:

,
 '

以4

は
敲
'阒
の
長
断
變
，動
要
因
に0 ;
い
て
述
ン
へ'た
が
、
短
期
霊
要
因
に
關
し
て
も
金
く
同
線
の
こ
と
が
言
へ
る
o -

力

べ

セ

ル

.
は

先 

づ
翁
變
動
と
物
價
水S

霊
が
常

に

同.
一.
步
調
I

つ
S

ん
だ
こ
き
統
許
的
に
示
す
。'•然
し
こ
の'
I
か
ら
好
景
氣
が
物
價 

高
を
招
來
し
た
と
は
斷
言
此
來
な
い
。
反
對
に
物
價
高
が
好
I

を
f
u

た
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
次
に
彼
は
銀
行
政
策
、 

特
に
利
犁
步
合
が
物
價
變
動S

接
的
原
因
で.

I
と
I

示
す
。
勿
論
利
子
步
言
ょ
？

貨
幣
數
置
が
制
約
せ
ら
れ
て
、
從
つ
て 

物
« '.
が
變
動
す
る
こ-
と
は
あ
り
得.
る
。
然
し
反
對
に
物
價
の
如
何
に
ょ
つ
て
利
子
歩
合
が
變
動
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
お
る
。
即 

i

l
s

低
f

て

貨

幣

數

量

备

減

咨X :
銀
行
利
子
をI

せ
し
め
る
場
合
が
あ
る
。
例
へ
，
I

I

發
せ
ら
れ
、
市
場
に 

遊
資
•黎

加
せ
ば
、
貸
手.
の_

を

つ

て
金
利
は
低
下
す
る
傾
向
が
あ
る
。
又
通
貨
が
縮
少
し
て
金
融
が
遒
隹
す
れ
ば
、
借
手
の
競 

泰
に
ょ
孓
金
利
は
騰
貴
す
る
。
故
に
金
利
と
物
價
の
問
に
薇
接
な
關
係
に
あ
つ
て
も
、

I

以
て
直
ち
に
金
利
が
原
因
で
物
價
が
結 

桌
^

あ
る
と
云
ふ
こ
ど
は
出
來
仏
い
。

,

か
々
の
如
く
、
力
'
ッ
ゼ
ル
發
證
的
分
析
は
、
物
憤
と
他
§

要
因
と
の
間
，に
相
關
.々
係
の
f

I

l

f

た
|

|

ゥ
因 

课
關
係
秦
し
た
も
の
で
は
な
い
。.
こ.
の
點
に
於
て
* 

T
モ
ン
もM

ふ
如
く
、「

貨
幣
價
値Q

'

全
理
論
を
經
驗
的
に
取
扱
意
含
、
一
 

*

般
に
理
解
さ
，れ
な
い
と
一

K

ふ
べ
き
'で
あ

る

」(

許
54)

9 

‘
 

,

今
段
•に
經
驗
的
統
社
的
方
法
に
内
在
す
，る
右
の
缺
點
を
無
視
し.
て-.
も
、
而

為

力
..ッ.
セ
ル
の
柄
究
に
枯
致
命
的
缺
陷
☆
あ
る
，..
R
ち 

力
■ッ
セ
•レ
ゆ
結
諭
は
：國
.際
的
金
漱
位
制
度
の
も
と
に
於
て
の
み
安
常
す
る
，と
沄
ふ
こ.
と.
で
あ
る(

聽

)

。
，•力
ノ

セ

ル

の

言

ふ

.一

般

物

債

.\
'

饫

準

が

は

：、
，

1 '-

取
的
が
平
均
令.
般
物
價
水—

の
意
免
あ
$
 

o :
說
髮
當
す
る
爲
に
は
、
，國
際
間
に
貿
易
の
自
出
が
‘完
全
に
保
持
さ
れ
、
各
國
が
金.
本
位
制
度
'を
採
用
し
、
而
も
金.
0
移

動

ヵ

國

際
 

(

的
I

 
く
自
山.
で
な
け
れ
ば
を
り
ぬ
。
力.
ッ
セ
ル.
が
採
用
t
た
期
間
に
於
•
ては、大？

の
條
仲
が
滿
さ
れ
て
ゐ
た
■大
 

i

ン
卞
ル
貨
幣
悄
植
味
足
論
，に
關
す
る
彩
千.
の
.海
察 

，r
L
九

.(

ネ
七
七)



力
，
ッ

光

ル

貨

幣

價

値

決

定

論

に

關

す

，
る
若
午
の
.考

察

 

J  
ニ
0 

人
ノ

職
後
は.
高
關
税
隙
壁
•
爲
替
制
限
、
爲

蠶K

理.
等
に
ょ
つ
て
、
世
界
經
濟
は
次
第
に.
彈
カ
性
を
喪
失
し.
て
、
-國
際
質
易
の
自
由
は
甚
だ 

し
く
制
^
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
且
叉
各
國
は
殆
ん
ど
總
て
金
本
位
を
停
止
し
、
命
の
國
際
的
移
動
も
餘
り
行
は
れ
ず
、
.金
は
小
數
國 

に
偏
穿
る
に.
里
つ< 
た
o
，か
べ
の
如
»

狀
況
に
於
て
は
ぃ
力
0

の
：論.
證.
4
得
た
結
論.
は
適
用
さ
れ
得
な
い
。
故
に
物
價
が
金
の
相 

坚
^
蓄
横
置
，に
|?
:
比
例
す
る
‘限
り

に

於

，
て

、

數

量

說

が

疋

當

で

あ

名

こ

と

が

證

明

さ

れ

て

も

、

そ

れ

は

金

本

位

停

|!
:
下

の

現

代

に

は

妥

(

.當

し)

讓

遐

■

れf

M

期

間

に

：
於

げ
多

贳

■
■

給
：■

價.
_

本
^

^

^
の
#

儐
蚤
說
明
す
务
の
.
.み

セ
^
紙
幣
本
位
下
§
物
慣
.の
：
決

定

並
^

變
動
杧
關
し
て
は
：何
等
說
明
し
得
な
い
0
.
: '

' ,
:
;r
當

0
如
^
^「

ァ
：セ
_

に.
ょ.
る
貨
幣
僵
決.
定

要

因

ぬ

實

證

的

分

析

找

幾

多

0
缺
點
釔
免
れ
.夸 

物

霞
1

^

0

諸

、
耍

因

、

_

1_

箱
—

接
幣
價
値
決
定
办|

_̂

諸

要

因

が

完

：馨
に

_

^

が
に.
ざ
：れ
^

と

輿

.

.

•

•

.

•

パ

.

.

.

.

.
，

.

.

.

.

.

.

.

.

•
•

 

.

.

.
：
. 

■

- 

.

.

.

. 

.
.

.

. 

'

:.,.

ぬ.
タ
然
1/
此
等
の
硏
究
が
多
>
大
の
功
績
を
衔
す
る
こ
と
も
否
定
さ
れ.
得
な
い
0
特
に
金
の
供
給
量
と
物
慣
^J

の
關
係
は
、
所
謂
力
ッ
セ 

ル..
の
贫
ー^
說
と
し
て
一
般
に
高
く
評
價
さ
れ
て
’ゐ
る
こ
と
は
、
：此
處.
に

_云

ふ

ま

で

も

な

い

こ

.
と
で
あ
る
。

:v
'
p/̂
®
52
i 

A
m
i
,

 a. 

»
. o
. 

s- 

326. 

■ 

:

|

(

餘

)

.
北

山

當

么

11

郞
‘教
授「

物
價
水
準
の
認」
.
三

1
I-
四
頁
參
照
。

、
 

;

v,
:
@64)

>
m
n
,
a
.
a
.
o
.
s
,

3
2
7..

ン
ジ■

.̂
.

>
北
3
敎
鍪
前
揭
書
云
0
丨
1
~»1

.
一
頁
參
照
，.

, 

•

.ゾ
リ

，
緣

：
ぐ

 

ぶ ̂

. 

-
:
v へ
：：
，
：
，

>
4

般

#
價
水
準
の
&
期
變
動
比
‘「

貨
幣
側
要
因
に
關
す
る
限
り
、
銀
行
政
策
に
よ
つ
‘て
決
定
さ
れ
る

こ
と
を
前
述
し
た
。
然
ら
ば
そ 

の

長

期

變

軌

呔

銀

行

：政

漱

<0
影

響
5:-
受

け.
な.
ぃ
0
で
^

ら

ぅ

和
;0

#

';
»
へ

乾

さ
れ
る
の

一
で

■
0
£
警
影
期
變
動
は
、.
”間
接
に
は
金
0 :
相

對

的

|

^

量

に

|

配

さ

れ

る

げ

れ

あ

も

ノ

直

接

窆

決
定
さ
れ•
る
の
で
あ
る
？
 

< 

• 

, 

.

\

こ
の
こ
と
は
、
金
の
供
I
が
如
何
な
る
方
法
を
經
て
一
.般
物
價
水
準
に
影
響
を
一及
ぼ
す
'か
を
姑
れ
ば
、
明
瞭
で
あ
る
々
新
生
產
舍 

的
例
議
地
如
ら.

1
小
心
地
に
、
乳
處
か
らK

に
全
世
界
に
分
配
さ
れ
、
次
い
で
大
部
分
は
各
國s

中

炎

銀

行

金

貨

篇

金
.
に
.綠 

rc
f c
M

るor
金_

國
で
は
、
ま
取
貨
辩
儆
金
と
の
，ー
宛
の
比
例
の
も
と
に
、
支
拂
手
段
總
體
が
流
通
す
令
所
が
金
を
ど
の
程 

度_

负,

#

他
免_
_

人
■
々
か
、■

ば
^:
:
■

雨
支
挪
手
％
總
曼
■

婼

墘

態

と

身

程*

銀
行
政
策
が
決
宛
す
る
。
從
つ
て
金.
の
供
瞼
は
、»

行
政
策
に
よ
つ
て
の
み
一
脱
物
價
水
準
に
影
響
^
及
ぼ
：し
得
る
こ
と
k
.な
る
 々

.
然
ら
ば
支
拂
手
段
總
锻
を
調
節
す
る
銀
行
政
策
と
は
何
で
あ
る
か
。’
ヵ
ッ
セ
ル
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
主
と
し
て
銀
行
貸
出
諸
條
件
で 

あ
り
、
而
も
此
響
條
件
の
中
で
最
も
本
質
的
な
も
の
は
鈒
行
利
子
で
あ
る
。
從
つ
て
物
價
は
銀
行
利
子
に
よ
つ
て
木
質
的
.に
決
定
き 

れ
t

t

な
る
。
ヵ
ッ
セ
ル
I

ふ
。「

金
供
給
は
銀
行
政
策
に
よ
つ
て
の
み.
' 
一
般
物
價
水
準
(0-

8

變
動
に
影
響
し
、
物
價
水
準 

の
印
々
の
變
雌
は
、
之
が
貨
幣
置
に
味
#
す
る
限
り
，
同
霞
行
政
策
忙
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
が
故
忙
、
'あ
ら
ゅ
る
一
定
の
瞬
間
に 

■
■
欠̂

動_

贫
^
#
:_

政«

■
み.
が,

驗_

ど_

る
0
4

給
全
體
の
調
節
に
於
て
故
、•
銀
行
利
子
が
一
般
的
本
質
的
議
を
有
す
る
要
因
と
し
て-
現
は
れ
る
が
故
に
•、
■銀
行
利
子
を
全
銀
行
政
策 

中
代
表
的
な
も
の
と
鳅
す
る
こ
と
於
出
來
る」

と
。(

独
58)

ノ

‘ 

■

‘(

訪
5 6.〕

c
a
s
s
e】

,

p

M
.

 

o
. 

s
s
*

 

4
4
0
-
1
. 

こ 

ノ
 

;か
く
0 :
如
く
、
-
ヵ
ッ
セ
ル
は
金
利
を
ば
一
般
物
價
水
獲
動
'ひ
直
接
的
、
根
本
的
要
因
と
な
す
や
で
あ
る
が
、
之
に
對
し
て
浩
干
の 

異
論
を
與
へ
，ね
ば
な
ら
ぬ
o.
然
し
周
知
，の
T

免
利
と
物
似
の
問
題
は
要
し
く
複
雜
、‘
且
錯
綜
f

問
，題
で
あ
つ
て
，
か
、
る
小.

ガ
ク
セ
ル
貨
锵
價
値
決
定
論
に
關
す
る
若
千
の
，考
察 

.

r
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バ
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l:''s:ii
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*¥̂
ざt>
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セ
ル
貨
幣
谓
値
決
定
論
に
關
す
る
葙
予
の
考
察

二 
二 

c

九
八o〕

論
1
於
て
到
底
解
決
さ
る
べ
き
も
の‘で
は
な
い
。
旣.
に
ウ
ィ
ク
せ
ル(

能
57)

及
び
ケ
ー
ン
ズ(

話
58
0
等
に
ょ
つ
て
も
こ
の
問
題
は
詳
細 

に
ど
：c:
J i-
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
此
等
見
解'の
相
違
、.
關
臌
に
つ
い
て
も
他
日•の
硏
究
'に
譲
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

o

從
つ
て
本
論
が 

は
、
極
め
て
不
充
分
ぅ
不
完
金
な
が
ら
.
*
單
に
一.
般
的
批
判
を
試
み
る
に
過
ぎ
な
い。

‘

<'
!''.
把
づ
飯.1
，に
擧
げ.
ね
ば
於
ら
灯
非
敝
は
、
金
利
が
物
憤
に
作
用
す
る
が
爲
に
は
、
種
々
の
條
件
が
具
備
し
て
ゐ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い 

、と
一K

ふ
こ
と.
で
あ
る
。
勿4

r

金
利
が
物
價
に
影
響
す
る
こ
と
は
否
定
出
來
ぬ
。
蓋
し
中
央
銀
行
が
金
利
を
引
上.
ぐ
れ
ば
、
通
貨
は
和 

处
銀
行
に
歸
激
し
て
通
貨
縮
少
と
な
り
、
物
價
は
下
，落
し
、
反
對
に
金
利
を
耵
下
ぐ
れ
ば
、
新
な
る
通
貨
が
市
場
’に
出
で
通
貨
彭
晦
を 

來
た
じ
、

■

物
價
は
騰
貴
す
る
倾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
石
。
紙
し
か
、
る
作
用
を
兇
る
に
は
、
或
種
の
條
# •
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の.1

ぬ 

中
央
銀
抒
が
市
場
銀
行
を
完
全
に
銃
制
し
て
ゐ
る
こ
と
、
そ
の
ニ
は
國
際
的
資
金
移g

が
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
> 
假
に
中
央 

銀
行
が
信
用
1

制
ヵ
1
捧
っ
-で
ゐ•
な.
ぃ
キ
ら
ば-

市
場
利
率
ぬ
中
央
銀
行
の
金
利
に
適
隞
し
软
い
か
ら
、
' 4

央

銀

霃

免
f --
^I
;
下 

げ
は

V
必
，し
も
通
貨
數
置
を
增
大
せ
し
め
な
s
’

(

tt
59)

o

又
外
國
と
の
間
に
資
金
の
移
励
が
自
由
で
あ
る
な
ら
ば
、
金
利
办
引
上
げ
は 

外
國
資
金
，を
吸
收•
し
て
、
逆
に
通
貨
數
量
を
%•
加
せ
し
め
、
' 金
利
の
引
下
げ
は
、
'海
外
へ
の
資
金
逃
避
を
画
成
し
て
、
通
貨
0
縮
少
を 

’來
た
す
こ
と
が
あ
り
得
る.
s
60〕

o-
從
つ
て
少
く
と
も
と
のi.

一
條
件
が
滿
た
さ
れ
て
，ゐ•
な
け
れ
ば-
金
利
は
充
分
に
•
物
憤
.に
作
用
し
得 

な
い
。
 

，.
•
>
-
-

: 

• 

> 

V

次
に
假
令
此
等
諸
條
件
が
滿
た
さ
れ
て
ゐ
て
も
、
通
货
の
多
少
は
金
利
の
み

k

ょ
つ
I
統

制

さ

れ

み

も

の

で

纪

い

。

通

«'
'は

阶

謂

公 

開
市
，場
政
策
に
、ょ
つ
て
も
亦
統
制
，さ
れ
.
る
。
即
ち
，中
央
銀
行
は
公
債
を
市
場
に
賣
買
じ

.
で
通
貨
を
調
節
す
る
こ
と
：が
：出
：來
を
0
',
'
ト

页
に
文
跟
行
政
笟
幻
物
價
の
渤
極
的
決
宛
耍
因
だ
と
看
做
す
こ
と
に
對
し
て
疑
問
が
坐
ず
る
。
銀
行
政
策
は
決
し
て
そ
の
時
の
經
濟 

狀
態
と
別
個
に
議
し
て
存
す
る
も
の
で
は
な
v>
p:
錤
行^

2
1

:

的
を
遂
行
す
を
爲rc-
-
積
極
的
に
趴
»
を
行
ひ
、
經
濟
を
.
そ
作
に
：追
從

て
し
め
る.
煬
合
も
あ
る
け
れ
セ
も
、.

‘

I

の
經
濟
狀
態
に
豪
す
る
爲
に
消
麗
政
：策
I
:

る
場
合
J
:
々
あ
る
o:
か

、

る

場

合

、

蛾
行
政1

根
柢
に
は
、::
''そ
齡
策
を
が
要
と
す1

0

時
の_

家
的
、
敗
會
的
、
鹼

ワ
て
そ
の.
時
々
0
此
：等
0
事
情
ポ
彻
價
水
準
の«

本
的
狹
定
嬰
闪
で
あ
る
と
も
考
へ
_
ら.
れ
;-

^
ス
と
は
な
い？

::-.
:'

最
後
に
、」

叉
銀
行
政
策
E.

般
物
價_

の
，

甚
だ
■

色

て

'ゐ
る
■

利
が
引
ら
♦文 

|

來
た
す
か
は
全
く
不
明
で
あ
る
01
い
は
ん.
や
金
利
以
外
の
銀
裳
策
に
於
て
を
や
で
|
:
"
, '
か
く
の
如
|

行
政
策
を
物
價 

の
決
定
敷
因
i
す
る
こ
と
は
、へ
修
に
正
し
と
し
て
も
，
#

し
く
明
慷
を
缺
い
た
も
の
と
云
は
ね
ば
な
^

:̂
' ;
“

、
成
57
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賢

裔

博
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俩
義
濟
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鄭
向
と
金
本
位
豫
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豪
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八
5

照
：

-:
;

::巧

.

.

0
-
 

V 

' 

- 
^

 ̂

.- '.

る

在

以
.て
、
ヵ
ヶ
<
ル
め«-
幣
價
値
論
の
概
述
と
批
判
を
終
へ
ふ
。

.
之
を
要
す
る
に
、
力
ッ
セ
ル
が
從
來
の.數
量
說
に
與
へ
た
批 

判
、マ
及
次
彼
於
八
ム
式
づ
け
於
.
數
量
說
は
、
大
體
に
於
て
蕃
で
あ
る
。
又
彼
が
な
し
た
實
證
的
分
析

.
も
、.
冬
れ
自
€
&
レ
て
は
價
値
あ 

る

観

謹_

■

蒙

。_

實
證
的
硏
究
そ
の
も
の
に
內
在
す
る
缺
陷
か
ら
彼
も
免
れ
る
こ
と
は
出

,̂
な
か
つ
た
。
t
i
に
結
論 

と
し
尹
モ
シ
の
抓
評
を
引
職
で
ぅs
6i
:

。..「

前
世
糧
半
に
於
け
るS

I

騰
貧
に
つ
い
て
S

ッ

セ
ル'の
歷
史
的
經
驗
的
說
。
 

的
は
、•
貨
幣
價
値
學̂i

に
於
け
る
一
大
池
步5:-
贫
咖
す
る
。
こ
の
說
明
は
全
く®
史
的
經
驗
が
硏
デ
に
と
つ
て

•
现r
力
必
要
で
あ 

り

、
有
用
で
’
る
こ
と
を
呢
瞭
に
例
證
ず
る
。
加
く
の
如
き
研
究
は
，
何
等
か

Q

理
論
o'
根
f

想(

慕

か
:̂

い
場
合
1
 

史

务

派

の
.
范
ん
ど
總
で
の
硏
究
の.場
合

，
に
'
於

け

る

如

く

、、必
然
的
に
略
限
な
き

廣

太* -
邊
へ
.と
迷
び
込
む
レ
と
。

f

セ
ル
’皆
價

，値
決
定
論.
に
亂
^ ;
る
’
華

の

考

察

 

，

」

ニ
ヨ 

<

ゴ

八I)



ヵ
ッ.
セ.
ル
貨
潘
値
決
.定
論
に
關
す
る
湞
干
の
考
察 

l.
r
i :(

加
ル
5 ;: 

力
ッ
セ
ル
は
，* -

幣
现
論
を
重
要
視
し
、
之
を
ば
彼
の
價
値
學
説
無
用
論
及
び
價
秸
理
論
の
根
柢
に
置
い
た
0
然
し
彼
の
貨
幣
論
は
決 

し
て
滿
足
な
も

の

で

ば
な
い
o
.
彼
の
價
辂
理
論
か

明
確
さ

に

比

し
て
著
し
く
觅
劣
が
す
る
0

我
々
'，は
か
\

る
貨
幣
慣
値
決
定
論.
に

於
て
、 

財
の
價
俥
を
测
定
す
る
手
没
と
し
て
の
免
幣
の
惯
値
が
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
、
及

、び
•財

の

慣

格

を

絕

對

的

水

^
に
確
定
す
る

貨 

幣
單
位
が
如
何
に
し
て
決
定
さ
札
る
か
の
開
題
が
充
分
答
へ
ら
れ
た
と
、\

認
め
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
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マ

ラ

ッi;
ィ•
ポ

ス.
ト
ル
ス
ゥ
尤
ィ
ト(M

aldchy  pos.tl

ft.h.w
ayt)

の
坐
涯
に
就
い
て
は
殆
んH
何
物
も
失
ら
れ
て
ゐ
な
い
‘
彼
れ
の 

生
れ
忘
は
恐』

く

一
千
芸
十
七
部
で
あ
つ
た
ら
ぅ
と
想
像
，せ
ら
れ
る
o(

>

n

h

f

r

 

O
B
I 

W

I

1
 

D
ic

fa
ry

,lS
1

6
,  

X
X

V
,  

2
1
9
.)。

彼
れ
は「

倫
敦
市
の
有
名
•な
る
 
一•
商
人」

と
提
携
し
、
英
蘭
の
北
部
に
於
い
て

&

製
取
工
業
に
携 

は

つ

た

、
霞

及

び

蠶

に

關

し-
て
、
不
碍
な
る
似
而
非
湾
化
學
者
の
意
見
に
過
ら
れ
て
、_

及
び
設
備
にi

の 

資
本
を
投
じ
、：
多
大
な
る
損
失
を
蒙
れ
る
に

懲
り
て
、
白
ら
1
學
9
现
論
及
ぶ
實
地
應
用
を
裳
.せ

ん

こ

と

著

し長
く
之
れ
.を
廢 

玄

こ
と
.が
な
か
つ
たo(p

o
stle

f  ayt.  The  U
niversal  D

ictionary-of  Trade,  
§
d Com

m
erce,  

1751,  vol.  I,  P
'4

s7
r)  

嗖
れ
i•
其
の「

本
領
及
び
業
務」

を
以
つ
て
射

.^
に
; *
り

と

.^
し
、
靡
問
及
ガ
文
筆
的
摩
仕
に
其
の
生
难
を
歡
げ
た

(
？

stlethw
ayt,  

o
rlB

rita
in

coTrue  

s
y

s
t
l  

175
7
,  

p
p
.  x

l,x
li,  M

v
.)。

彼
れ
は
年
ニ _
十
七
：に
し
て
好
古
協
#
員
に
擧
け
ら
れ
た
：
彼
れ
は
ー 

千
七
百
六.
十
七
年
九
月
十
1一
百
を
以
づ
て
急
死
し
、
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